
松本春崇｜Harutaka MATSUMOTO（hmp Art）272-0837 千葉県市川市堀之内4-24-1 email:  4ismart@gmail.com

No. 03　磯部邸(神奈川)                                                 　　　　　　No. 13　澤田邸(東京)

No. 37　メゾン･ド･プ（フランス）                                                 　　　No. 18　大久保邸(神奈川)

　家縛りプロジェクトは、家を縄で十字に縛り、縄文土器のように縄の記憶と痕跡を

残すアートプロジェクトです。2010年からスタートしました。

　その家の住人や友人、集まってくれた人たちと一緒に、ケーキの箱をリボンで結ぶ

ように、家の建物全体に縄を十字にかけて蝶々結びをおこないます。こう縛るという

決まりはなく、参加者の智恵と力を合わせて工夫しながら縛ります。最後の締めにな

る蝶々結びは家の人たちに担当してもらい、これがメインイベントとなり、完成した

ら皆が集まって縛られた家の前で記念撮影をおこないます。ら皆が集まって縛られた家の前で記念撮影をおこないます。

　普段、景色に馴染んで曖昧になっている「家」のイメージは、縛られる時の流れの

なかで少しずつ世界に姿を現します。また家を縛る縄の結び目は、あたかも家からの

縛りとそこから解放されるアンビバレントな気持ちを形にした彫刻のように、私たち

には感じられます。

　私たちは、このアートプロジェクトを新しい縄文芸術として制作し、参加した人た

ちや展示を観た人たちの記憶や心に、縄の思い出＝縄文を残してもらいたいと思って

います。います。



家庭の美学

　あるとき家々の玄関前に新聞を十字に縛り結んであるのを見て、新聞が縄によって

四分割され、またその縛り方が家ごとに違っていることに気づき、それがどういうこ

とかということに興味が生まれました。

　家には、その家独自の生活の仕方や美観があって、そうした美観は言語化されぬま

ま延々と家族に受け継がれています。私は、家族には外的なものと内的なものがあっ

て、基本的に家族単位の文化は人間という種が生まれてからあって、実はそこから産

み出される家族の文化がオリジナルな芸術を産み出す重要な要因にもなっているのでみ出される家族の文化がオリジナルな芸術を産み出す重要な要因にもなっているので

はないだろうかと考えるようにもなりました。

　つまり新聞の縛り方が家ごとに異なっているのは、その家の価値観、美学が色濃く

反映しているからで、それが面白いのは、そのような家族に受け継がれた価値観や美

観が心を打つからではないか、ならば現在ほとんど意識されていないこれを「家庭

（家族）の美学」と名付け、家庭（家族）の美学が多様な価値を生み出す源泉として

考えることが将来重要になってくると予想しました。

　家縛りプロジェクトは、集まった人たちに五・七・五の十七音で表現する俳句のよ　家縛りプロジェクトは、集まった人たちに五・七・五の十七音で表現する俳句のよ

うに、「家」を十字に縦横四分割するよう、また好みの形になるように、というルー

ルで縛ってくださいとお願いしてスタートします。そのことにより縛る人たちの価値

観や美学が縄や縄の形に反映し、それぞれの家の異なりや隠されたものが現れ、より

分かりやすいものになります。

　クリスト＆ジャンヌ・クロードの作品との類似を指摘されることがありますが、家

縛りプロジェクトはアーチスト自身の好みや価値観をできるだけ反映させない制作方

法となりますので、目標とするイメージに向かってプロジェクトが進行する彼らの作法となりますので、目標とするイメージに向かってプロジェクトが進行する彼らの作

品とはこの点において大きくコンセプトが異なっています。

　家縛りプロジェクトは、現代の多様な価値観のなかにおいて、独自の価値や美を作

り出す究極のフィールドを家族や家庭に置き、家を縛る縄にその家族の美学を浸透さ

せ、その形を記憶や写真に残す芸術作品です。これまで数字の4､ないし四つを使って

作品を作っていますが、十字に縛ることも四分割されるというところで四つの一部と

考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本 春崇（hmp Art）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本 春崇（hmp Art）



 

家縛りプロジェクト実施一覧 

                                 2026 年 2 月現在 

001 猪股酒店（市川､千葉） 2010/02/09 

002 墨屋邸（鎌倉､神奈川） 2010/07/17-24 

003  礒部邸（鎌倉､神奈川） 2010/07/17 

004  アポロの家（鎌倉､神奈川） 2010/17/17 

005 星埜邸（国立､東京） 2010/08/07 

006 佐藤邸（横浜､神奈川） 2010/09/18 

007  松坂ビル（柏､千葉） 2011/01/30 

008 AISHO MIURA ARTS（曙橋､東京） 2011/03/05-04/02 

009 薄井邸（松本､長野） 2011/10/08 

010 相澤邸（松本､長野） 2011/10/08 

011 遊工房（善福寺､東京） 2012/05/16 

012 T 邸（軽井沢､長野） 2012/09/02 

013 澤田邸（八幡山､東京） 2012/09/30 

014 Gallery21yo-j（等々力､東京） 2012/11/22-12/09 

015 市立市川考古博物館（市川､千葉） 2013/03/31 

016 チェリーハイム（池袋､東京） 2013/05/25-06/23 

017 シェルガーデン富ヶ谷（富ヶ谷､東京） 2013/07/20-23 

018 大久保邸（横浜､神奈川） 2013/09/28 

019 坂野邸（呉､広島） 2013/12/08 

020 足立区立寺地小学校］（扇大橋､東京） 2013/12/14 

021 みずほ銀行中野支店（鍋横商店街､東京） 

       空間縛り 2013/12/25-27    念力縛り 2013/12/26-28 

022-025 4 軒まとめて家縛り in 稲村ヶ崎（鎌倉､神奈川）2014/05/24-06/01 

      No.022 阿部邸  No.023 吉川邸  No.024 墨屋邸  No.025 南部邸 

026 NADiff（恵比寿､東京） 2014/08/17-24 

027 ステファンのボートハウス（カリフォルニア､USA） 2015/03/28 

028 横浜美術大学（横浜､神奈川） 2015/05/23-24 

029 explosion tokyo（西麻布､東京） 2015/06/07-16 

030 あづま邸（恵比寿､東京） 2015/06/27-07/06 

031-034  In 小坪路地展（逗子､神奈川） 

      No.031 天照大神社 2015/10/31 

      No.032 南町テラス 2015/10/31-11/03 

      No.033 鮎丸漁師小屋 2015/10/31-11/01 

      No.034 鮎丸 2015/11/03 

035 神奈川県立相模湖交流センター（相模原、神奈川） 2016/11/20-25 

036 相模原市立桂北小学校（相模原,神奈川） 2016/01/12-03/12 

037 ラ･メゾン･ド･プ（ボルドー/オーダンジュ、フランス）  2017/06/17-23 

038 表参道画廊（神宮前、東京） 2017/09/02-05 

039 山田邸（横浜、神奈川） 2017/11/04-08 

040 日仏会館－アッサンブラージュ縄文原体（恵比寿、東京） 2018/04/07-04/19 

041 つないで結ぶ足利･愛（足利、栃木） 2018/05/06-06/16 

042 校庭をつないでむすぶ大泉第一小学校（練馬、東京） 2018/11/08-11/10 

043-052 旅する家縛りプロジェクト 縄の聖地･信州へ（東京、神奈川、長野）2019/05/12-2020/02/24 

      No.43 双ギャラリー（東小金井、東京）2019/05/12 ｰ 05/26 

      No.44 SHO＠home（相模原、神奈川）2019/06/23-07/07 

      No.45 金井邸（松本、長野）2019/07/06 

      No.46 おっとぼけ美術館（松本、長野）2019/07/06-07/12 

      No.47 工房チセ（茅野、長野）2019/07/27 

      No.48 アノニムギャラリー（茅野、長野）2019/07/28 

      No.49 ninjinsan（下諏訪、長野）2019/08/24－09/07 

      No.50 タロウ珈琲弐号店（下諏訪、長野）2019/08/25-現在 

      No.51 中ツ原縄文公園（茅野、長野）2019/08/26-09/01 

      No.52 幻の諏訪清陵高校（上諏訪、長野）2019/13,14 

053 東京造形大学附属美術館（八王子、東京） 2022/05/23-06/25 



No.38  表参道画廊（2017年9月､神宮前､東京）



No.30  あづま邸（2015年6月､恵比寿､東京）



No.25  南部邸（四軒まとめて家縛りin稲村ヶ崎　2014年5月､6月　神奈川）



No.21  みずほ銀行中野支店（2013年12月､中野､東京）



No.08  アイショー ミウラ アーツ（2011年3月､曙橋､東京）



(左上) 縛られたバイオリニスト
(左中) インスタレーション
縄文式ダブルバインド”キャサリンの部屋”
(上) 縛られた愛正



No.27  ステファンのボートハウス（2015年3月､インバネス/カリフォルニア､USA）





No.37  メゾン･ド･プ（2017年6月､ボルドー､フランス）



●幼稚園で縄作りワークショップ

（ECOLE MATERNELLE PUBLIQUE BARBEY
　ボルドー、フランス）

幼稚園児には縄を綯うのが難しいので、用意した布

袋に好きな絵を描いてもらった。その布袋にふくら

ませた風船を入れて立体的にし、友達同士でつなぎ

合わせて一本の縄にした。

後日、縛られたメゾン･ド･プの縄につないで結び、

メゾン･ド･プの家縛りを完成させた。

▼メゾン･ド｡プにつながれた子どもたちの縄



No.40  日仏会館空間縛り（2018年4月､恵比寿､東京）

● シンポジウム｢”家縛りプロジェクト”について考える｣

司会/澤田直(立教大学教授)　登壇者/レミ･スコシマロ(フランス国立
日本研究所)　村田真(美術ジャーナリスト)　山内志朗(慶應義塾大学
教授)　角田良江(hmp)　松本春崇

● 日仏会館の館長＆スタッフと蝶々結び



アッサンブラージュ縄文原体（東京-ボルドー‒オーダンジュ-アーカッション)
10.5m×12.8m×5.4m　ポリチューブ、四都市の縄の写真、木材、竹、ワインボトル、その他　2018年



No.35  神奈川県立相模湖交流センター（2016年11月､相模原､神奈川）



● トークショー「家を縛ることと住まうこと」
    山内志朗(慶應義塾大学教授)×松本春崇

● 縄作りワークショップ

左インスタレーション　「縄文ホワイト方丈記」



No.41  つないで結ぶ足利･愛 足利商工会議所（2018年5月～6月､足利､栃木）

● 愛のメッセージ縄作り

足利市民の人たち、およそ3,000人

が書いた”足利への愛のメッセージ”

を布縄に仕込んで､足利商工会議所

を縛る縄を仕上げる。

大勢のボランティアの人たちと作業

して3日がかりで完成させた。して3日がかりで完成させた。





● 縄作りワークショップ

上級生と下級生に分かれて、縄につ

いてのレクチャーを行った後、校庭

を縛る縄を作った。

絵を描いた紙やセロファンなどで工

作した作品を各自ビニール袋に入れ

4本の”自分カプセル縄”を完成。4本の”自分カプセル縄”を完成。

校庭縛りの当日、全員の自分カプセ

ル縄をつないで校庭にめぐらせて、

大きな蝶々結びを作った。

No.42  校庭をつないで結ぶ大泉第一小学校（2018年11月､練馬､東京）





No.51  <旅する家縛りプロジェクト 縄の聖地･信州へ> 中ッ原縄文公園（2019年8月､茅野､長野）

● 中ッ原縄文公園を縛るひも縄の色
家縛りは、できるだけその家の人たちの希望に基づいた縄を制作しています。中ッ原縄文公園は、国宝土偶「仮面の女神」が

出土した地であり、かつて縄文人が住んでいた住居址ですので、そこで生活していた縄文人の家族や人々が望むであろう色で

作りたいと思いましたが、そこにいた縄文人は何色が好きだったのか？　当然そのような記録は残っておらず、ただ残されて

いる縄文時代の発掘品から、赤、黒、青、白が使われていたことは研究者に良く知られていることだそうです。

そこで今回はSNS上や直接お聞きするなどして、今はいない縄文人と心をつなぎ、縄文人の好きな色は何色かお答えいただき縄

を制作し、仮面の女神を発掘された尖石縄文考古館の守矢館長さんと集まった方々と一緒に、かつてそこに住んでいた縄文人にを制作し、仮面の女神を発掘された尖石縄文考古館の守矢館長さんと集まった方々と一緒に、かつてそこに住んでいた縄文人に

成り代わり家縛りしました。（円グラフは、合計30数名の方からお聞きした色を割合別に表したものです）

縄文人が好きな色アンケート結果

▲

国宝土偶「仮面の女神」





No.53  東京造形大学附属美術館（2022年5月､八王子、東京）









新聞Sud Ouest 「La maison liee sera exposee a Tokyo」　6月21日　2017　フランス

日本経済新聞「家を縛る」（執筆：澤田直）　6月10日　2017

神奈川新聞「学校をちょうちょ結び」1月13日　2017

アートコレクターズ3月号　「コレクション拝見」 p108　生活の友社　2017

朝日新聞「現代アート 博物館を縛る」　4月1日　2013
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松本春崇｜MATSUMOTO Harutaka                             2026 年 2 月現在 

 

年 譜 

1958   滋賀県に生まれる 

1984   多摩美術大学油絵科卒業 

1986   多摩美術大学大学院美術研究科修了 

1987-1989  フランス政府給費を受けて、フランスのエコール・デ・ボザール パリ（国立高等美術学校）に留学 

         （アトリエ：クリスチャン・ボルタンスキー） 

2003-2004  文化庁新進芸術家海外研修員としてニューヨークに滞在 

千葉県在住 

 

 

主な個展 

2023   「岡谷シルクトレインプロジェクト 岡谷シルクトレイン-世界への玄関 横浜へ行く」岡谷蚕糸博物館、長野 

2020  「旅の終わり展」 双ギャラリー、東京 

2019-2000 「ひも縄の精霊とつなぐもの」 諏訪市美術館、長野 

2019  「旅の始まり展」 双ギャラリー、東京 

2018  「縄文式アッサンブラージュ 東京～ボルドー 

     家縛りプロジェクト(メゾン･ド･プ）を中心にした縄の記憶と痕跡」 日仏会館ギャラリー、東京 

2017  「ストッパージュ・点的パーテーション」 表参道画廊、東京 

    「アッサンブラージュ縄文」 メゾンドプ、ボルドー、フランス 

2016  「縄文ホワイト方丈記」 神奈川県立相模湖交流センターアートギャラリー、神奈川 

2015  「縄文ダブルバインド ステファンの家」 カリフォルニア、USA 

2013  「十字縛り-キャッチアンドリリース」 スペースチェリーハイム、東京 

2011  「すみれ洋裁店の四つのものを十字に縛る」 すみれ洋裁店、長野 

    「縄文式ダブルバインドハウス」 アイショーミウラアーツ、東京 

2007  「ジュリエット」 リッツカールトン パークレジデンシス、東京 

2006  「鏡格四色」 アートコートギャラリー、大阪 

    「鏡の格子・四色の絵画」 なびす画廊、東京 

2005  「Hudson River」 ギャラリーGAN、東京 

2004  「4ism、Grid」 チェルシースタジオ、ニューヨーク、アメリカ 

2002  「4ism」 ギャラリーGAN、東京 

2001, 2000 なびす画廊、東京 

1999  なびす画廊、東京 

    「ベニクラゲ」 ギャラリーGAN、東京 

1996  「さよならファラオ」 ギャラリーGAN、東京 

1995  なびす画廊、東京 

1992  なびす画廊、東京 

    「INSTINCTIVE VISION」 Studio EX 生活倉庫、名古屋 

1990, 1991 なびす画廊、東京 

1989  なびす画廊、東京 

    メゾン･ドゥ･ジャポン、パリ、フランス 

1987  なびす画廊、東京 

    画廊パレルゴン、東京 

    ギャラリーカエサロン、東京 

    ギャラリールナミ、東京 

1986, 1985, 1984 画廊パレルゴン、東京 

1983  スタジオ４Ｆ、東京 

 

主なグループ展 

2025  「アライブ!展」 BankART Station、神奈川 

2023  「版画天国Ⅶ」 ギャラリーSIACCA、東京 

    「And Again」 諏訪市美術館、長野 

2022  「２PS 『危機のない』時代のパサージュ･パルタージュ展」 東京造形大学附属美術館、東京 

    「双ギャラリークロージング＆出版記念展」 双ギャラリー、東京 

2018  「あしかがアートクロス」 足利商工会議所、栃木 
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2017  「夏の常設展」 ＋Y Gallery、大阪 

2016  「おっとぼけ万博」 おっとぼけ美術館、長野 

2015  「小坪･路地展」 南町テラス、神奈川 

    「House Beats - 撹拌する家」 explosion tokyo viewing room、東京 

2014  「『After Story』出版記念展」 NADiff A/P/A/R/T、東京 

    「春のおくりもの」 なびす画廊、東京 

2013  「なべよこ ni アート」 みずほ銀行中野支店、東京 

    「新しい壁」 Walls Tokyo、東京 

    「Unknown History」 Underground、東京 

    「賛美小舎」 横浜美術館、神奈川 

2012  「Double Bind Gallery」 ギャラリー21yo-j、東京 

    「 View」 早稲田スコットホールギャラリー、東京 

    「Unknown Voice」 遊工房アートスペース、東京 

2011  「111111 おわりのない行列」 ZOKEI ギャラリー、東京 

    「Unknown」 アユミギャラリー、東京 

        なびす画廊、東京 

    「Last Breath?」 ZAIM、神奈川 

2010  「Cinemas-Weekend Christian」 Musee d'Art Contemporain Du Val-De-Marne（MAC/VAL）、 

Vitry-sur-Seine、フランス 

2009-2010 「No Man's Land」 在日フランス大使館旧庁舎、東京 

2009  「縄文-話の続き」 市川市立歴史博物館、千葉 

2007-2008 「Japanese Contemporary Painting」 PYO Gallery、北京、中国 

2007  「La Chaine-日仏現代美術展」 BankART1929Yokohama、神奈川 

    「Japanese Contemporary Art Festiva」 ヘイリ芸術村、ヘイリ、韓国 

2006  「縄文-人間彫刻」 市川市立歴史博物館、千葉 

    ギャラリーなつか、東京 

2005  「ピークスキル･プロジェクト 2005」 ギャラリー25N、ニューヨーク、アメリカ 

    「AIM2005」 市川市立歴史博物館、戸定邸ガーデン、千葉 

    「二月のおくりもの」 なびす画廊、東京 

    兵庫県立美術館、兵庫 

2004  「ピョロギ・フラットファイル」 Gallery Pierogi、ニューヨーク、アメリカ 

    「ピークスキル･プロジェクト」 パラマウントシアター、ニューヨーク、アメリカ 

    「iscp オープンウィークエンド」 International Studio & Curatorial Program (ISCP)、ニューヨーク、アメリカ 

2003  なびす画廊／東京 

2001  「チバ･アート･ナウ'01－絵画の領域」 佐倉市立美術館、千葉 

1999  「プレリュード」 ギャラリー ラ･フェニーチェ、大阪 

1998  「Each Artist, Each Moment 1998」、ギャラリーGAN、東京 

1997  「VOCA 展'97」 上野の森美術館、東京 

1996  「匍匐は跳躍」 なびす画廊、東京 

    「フィリップ モリス アート アワード 1996」 青山スパイラル、東京 

    「第 12 回クリーブランド･インターナショナル･ドローイング･ビエンナーレ」 

     ミドルスブルフ･アート･ギャラリー、クリーブランド、イギリス 

1994  「第 13 回平行芸術展」 エスパス OHARA、東京 

1993  「金曜日のまれびとたち」 なびす画廊、東京 

1991  「フロンティエール･ドゥ･イマージュ」 エスパス･ジャポン、パリ、フランス 

1990  「絵画･日本 断層からの出現」 東高現代美術館、東京 

1988  「世界の作家展」 ギャラリーベルナノス、パリ、フランス 

1987  「ぷろみしんぐ･なびす」 なびす画廊、東京京 

    「現代日本 67 作家ポスター原画展」 フジテレビギャラリー、東京 

1986  画廊パレルゴン、東京 

    ギャラリーNEWS、東京 

    「アモライム II」 ギャラリーQ+1、東京 

    「第５回平行芸術展」 エスパス OHARA、東京 

1985  「表現の現場展」 多摩美術大学、東京 

     真木画廊、東京 

    「青野剛,松本春崇二人展」 ときわ画廊、東京 

    神奈川県民ホール、神奈川 

1984  「町と色の展覧会」 倉敷市立展示美術館、岡山 

1983  「原村フェスティバル」 原村、長野 
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その他のプロジェクト 

<コードカラー美術館(CCM)プロジェクト> 

☆ある家（場所）で、その住人を美術館長とし、その家の美学に基づいて美術館活動をおこなう私設美術館を作るアートプ

ロジェクト。 

日常的な空間を芸術空間として開く鍵として「コードカラー」を設置して、展覧会などの美術館活動をおこなう。コードカラ

ーとは、美術館館長となった人が好きな色を四色を混ぜて作った特別な色、暗号色である。 

 

美術館の設置 

 2013 年 4 月 ブルースジャパン コードカラー美術館（ブルースジャパン CCM）、柏、千葉 

 2012 年 7 月 土屋コードカラー美術館（土屋 CCM）、山武、千葉 

      10 月 幕張新都心地下第二駐車場 CCM、千葉、千葉 

 2011 年 12 月 岡本記念コードカラー美術館（岡本記念 CCM）、市川、千葉 

 

各美術館で実施した展覧会 

 2012  岡本記念 CCM、澤田レオ展「金魚パラダイス」 

     土屋 CCM、土屋陽子展「発信源」 

     幕張新都心地下駐車場 CCM 

      24 人の若手アーティストによるグループ展 「車のかわりにアートを駐芸」 

     岡本記念 CCM、渡辺望展「Ground Channel」 

 2013  岡本記念 CCM、Hanna 展「Fregments of the Present」 

         ブルース･ジャパン CCM、加藤晶子展「プラスチックは自然素材だと思うんだ」 

 

 

その他 

2020   企画 : シンポジウム「縄の聖地への旅を終えて」双ギャラリー、東京 

           石埜三千穂（諏訪信仰研究会スワニミズム理事） 四方幸子(十和田市現代美術館館長) 

           山内志朗(慶応大学教授) 角田良江(hmp Art) 松本春崇 

2019   企画 : シンポジウム「ひも縄の精霊と家縛りプロジェクト」茅野市美術館、長野 

           四方幸子(十和田市現代美術館館長) 守矢昌文(尖石縄文考古館館長)  

           山内志朗(慶応大学教授) 湯沢英彦(明治学院大学教授) 角田良江(hmp Art) 松本春崇 

       企画 : トークショー「御柱の松尾さんを囲んで－御柱と縄 談義」タロウ珈琲弐号店、長野 

       企画 : 小口緑子パフォーマンス「すみれ洋裁店一夜飾り」すみれ洋裁店、長野 

2018   企画 : シンポジウム「”家縛りプロジェクト”について考える」日仏会館ホール、東京 

          澤田直(立教大学教授)、村田真(美術ジャーナリスト)、山内志朗(慶応大学教授) 角田良江(hmp Art)  

          松本春崇 他 

2008   企画 : クリスチャン・ボルタンスキーの講演 「La Vie Possible Christian Boltanski」 国立新美術館 

             「La Vie impossible de Christian Boltanski」 東京大学、東京 

2007  共同企画＆キュレーション : グループ展 「La Chaine-日仏現代美術展」  

          BankART1929Yokohama, BankART StudioNYK、神奈川 

          クリスチャン･ボルタンスキー、ガブリエラ・フリードリクスドッティール、田中功起、さわひらき、松本春崇 他 

2005  企画＆キュレーション : Kjell Bjorgeengen ビデオインスタレーション「Taku-de-Art」 Y House、千葉 

 

 

受 賞 

1997  関口芸術基金賞 優秀賞 

1986  日仏会館ポスター原画コンクール 大賞 

 

 

主なコレクション 

2015   那須野が原博物館、栃木 

2013  ソフトマシーン美術館、香川 

    横浜美術館、神奈川 

2007   柏市、千葉 

1992   MTM コレクション、千葉 

1986   日仏会館、東京 
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アーティスト･イン･レジデンス 

2023     岡谷シルク アーティスト･イン･レジデンス、長野 

2003-2004  iscp (International Studio & Curatorial Program)、ニューヨーク、アメリカ 

 

 

助 成 

2019  公益財団法人アサヒグループ芸術文化財団 

     （「旅する家縛りプロジェクト 縄の聖地･信州へ」 東京、神奈川、長野） 

2018  公益財団法人朝日文化財団 

        公益財団法人アサヒグループ芸術文化財団 

     （ともに「縄文式アッサンブラージュ 東京～ボルドー」 日仏会館ギャラリー、東京） 

2017  公益財団法人朝日文化財団 

     （「アッサンブラージュ縄文」 メゾンドプ、ボルドー、フランス） 
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